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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

お知 
らせ 

麦作 平成23年新技術の概要紹介 
 
融雪促進と排水促進 
 
多収・高品質小麦生産のための融雪後の窒素施肥管理 

平成22年度米麦生産技術講習会開催中 

第48回（平成22年度）北海道優良米生産出荷 
共励会の結果について 

 

稲作 
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売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

農産物検査の信頼性確保

を目指して

JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



麦　　作 

平成２３年新技術の概要紹介

北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課 十勝農業試験場駐在 主任普及指導員 松 原 昭 美

１ 小麦新品種「北見８３号」
（普及推進）

� 背景
縞萎縮病発生地域では抵抗性がある「きた

もえ」が作付けされている。品質面で欠点が

あるため、作付面積や生産ロットは減少傾向

にある。「ホクシン」に代わって主要品種と

なった「きたほなみ」は、縞萎縮病抵抗性が

劣るため、多発地域では栽培が困難である。

そのため縞萎縮病抵抗性の良質品種が望まれ

ていた。

「北見８３号」は縞萎縮抵抗性が強く品質が

優れるため、全道の縞萎縮病発生地帯で栽培

を推進できる。

� 長所と栽培上の注意
� 縞萎縮病抵抗性が「きたもえ」並に優

れる。

� 容積重が「きたもえ」より大きい。

� 「きたもえ」と比較してゆでうどんの

色、粘弾性ともに優れ、製めん適性が

高い。

� 過繁茂になると「きたもえ」よりも倒

伏程度が大きくなる場合があるので、

表１ 特性一覧表
北見農試（H１８～２１） 縞萎縮病多発圃場（H１９～２１）

北見８３号 ホクシン きたもえ きたほなみ 北見８３号 きたもえ
出穂期（月日） ６月１０日 ６月１０日 ６月１２日 ６月１１日 ６月５日 ６月６日
成熟期（月日） ７月２５日 ７月２５日 ７月２８日 ７月２７日 ７月１８日 ７月１９日
稈長（�） ８６ ８６ ８２ ８４ ９０ ８２
穂長（�） ８．４ ８．５ ７．３ ８．５ ８．７ ７．３
穂数（本／�） ７１２ ７１２ ７２０ ７０５ ７７５ ８３２
耐倒性（無０～甚５） 微（０・８） 微（１・１） 微（０・５） 微（０．８） 微（０．７） 無（０．０）
耐寒性 中 中 中 中
耐雪性 やや強 やや強 やや強 やや強
赤さび病 やや弱 弱 弱 やや強
うどんこ病 やや強 やや強 やや強 やや強
赤かび病 やや弱 やや弱 やや弱 中
縞萎縮病 中 弱 中 やや弱
穂発芽性 やや難 中 やや難 やや難
子実重（kg／１０a） ５４９ ５７０ ５７５ ６５７ ５０１ ５０２
同上比（％） ９６ １００ １０１ １１５ １００ １００
容積重（�／l） ８３７ ８１７ ８１９ ８３０ ８４７ ８２９
千粒重（�） ３５．８ ３５．７ ３５．３ ３６．０ ３８．６ ３７．５

「きたもえ」 「北見８３号」

（北見農試、平成２２年）

左「北見８３号」 中「きたもえ」 右「ホクシン」

「北見８３号」の穂および粒
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肥培管理に注意する。

	 普及見込み
全道のコムギ縞萎縮病発生地帯、１，０００


２ 小麦の子実灰分の実態とそ
の変動要因（指導参考）
品質評価項目である灰分については、子実

中のリン酸含有率とカリが多くなると灰分が

高くなる関係がある。施肥と小麦の無機成分

吸収特性の関係を検討し、土壌診断に基づく

適正施肥の必要性を示した。

� 結果の要約
� 土壌の有効態リン酸が高いと子実リン

酸含有率も高まり、灰分は高くなる。

� 土壌の交換性マグネシウムが高いと子

実マグネシウム含有率を高め、灰分上

昇の要因となる。

� リン酸、カリを無施肥としても灰分の

低下は困難だが、リン酸の過剰施肥は

灰分が上昇するため、控えるべきであ

る（表２・３）。

� 土壌診断に基づく適正施肥により中長

期的に土壌養分の適正化を図ることが

必要である。

表２ 灰分と子実無機成分含有率の相関関係

品種 年次 地域 P２O５ K２O MgO CaO

「きたほなみ」

２００８年産
十勝 n=２７ ０．８２＊＊ ０．６１＊＊ ０．６２＊＊ ０．７１＊＊

道央 n=２０ ０．９２＊＊ ０．７０＊＊ ０．７０＊＊ ０．１６

２００９年産
十勝 n=３８ ０．４０＊ ０．０１ －０．０３ ０．１８

道央 n=３３ ０．９７＊＊ ０．５８＊＊ ０．７６＊＊ ０．０８

２０１０年産
十勝 n=３８ ０．６８＊＊ ０．７２＊＊ ０．４２＊＊ ０．３９＊

道央 n=３０ ０．８９＊＊ ０．７０＊＊ ０．５９＊＊ ０．２８

３ヵ年
十勝 n=１０３ ０．７８＊＊ ０．４６＊＊ ０．４９＊＊ ０．０９

道央 n=８３ ０．９４＊＊ ０．７６＊＊ ０．７６＊＊ ０．１０

「ホクシン」

２００８年産 十勝 n=１９ ０．９３＊＊ ０．８６＊＊ －０．６７＊＊ ０．４９＊

２００９年産 十勝 n=１７ ０．６８＊＊ ０．５７＊ ０．２７ ０．７７＊＊

２０１０年産 十勝 n=１２ ０．７３＊＊ ０．８６＊＊ －０．１７ －０．６３＊

３ヵ年 十勝 n=４８ ０．８８＊＊ ０．２５ ０．３８＊＊ ０．０４

註）＊＊、＊、はそれぞれ１％、５％水準で有意であることを示す。

表３ 圃場・施肥処理間の子実灰分の比較（％）

２００８年産 ２００９年産 ２０１０年産

試験
圃場間

試験圃場 A １．７２A １．７２A １．７３b
試験圃場 B １．６２B １．６１B １．６９c
十勝農試 １．４５C １．６７C １．７９a

施肥
処理間

P０K０ １．５８ １．６６b １．７４
対照 １．６１ １．６７ab １．７４
P倍量 K０ １．６１ １．７０a １．７４
P０K倍量 １．５９ １．６４b １．７３

１）同一カラム内の異文字は有意差（LSD法、大文字 P＜０．０１、小文

字 P＜０．０５）あり。

２）有効態リン酸（３ヵ年平均）：試験圃場 A４８�／１００�、試験圃場 B

３４�／１００�、十勝農試１８�／１００�
３）対照のリン酸およびカリ施肥は施肥標準量

北海道 米 麦 改 良 第７１号2 ２０１１．２
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３ 道東・道央・道北の各地域
における「きたほなみ」の高
品質安定栽培法（普及推進）
「きたほなみ」は「ホクシン」に比べて起

生期以降の生育が旺盛で、過繁茂による倒伏

や製品歩留の低下が問題になっている。倒伏

を防ぎ、良質小麦安定生育を確保するため、

各地域で、播種期・播種量ならびに施肥方法

を検討した。

� 道東地域での栽培ポイント
� 倒伏を招かない越冬前茎数を９００本／

�以下にするため、播種適期の播種量
は１４０粒／�とする。

� 窒素肥沃度の高い圃場は基肥窒素は２

／１０aが適当である。

� 起生期茎数が１，０００本／�以上の場合、
起生期よりも幼穂形成期に窒素追肥の

重点を置くことで倒伏防止や増収・適

正なタンパク量が期待できる（表４）。

� 止葉期の上位茎数と葉色値から窒素の

吸収量を推定し、成熟期の目標収量に

応じた追肥量を決定することで、千粒

重・容積重・収量・タンパクが向上す

る（表４）。

� 道央地域での栽培ポイント
� 倒伏を回避し収量・タンパクを確保す

るために起生期茎数は８００～１３００本／

�が適正範囲。
� 起生期の茎数８００～１３００本／�とする
ための適期での播種量は１４０粒／�程
度が適当で、積算気温６４０℃付近では

１００粒／�程度でも十分な茎数を見込
める。

� 起生期茎数が適正範囲をはずれる場合

は、起生期から幼形期の施肥を増減す

ることで倒伏や収量を改善できる（表

５）。

� 子実タンパクを高めるための開花期以

後の尿素葉面散布は、出穂期の止葉直

下葉の SPAD葉色で５０以上では不要

表４ 道東における窒素追肥の考え方

起生期における生育診断と窒素追肥法
１）起生期の土壌硝酸態窒素診断で窒素施肥量 A（／１０a）を求める（北海道施肥ガイド２０１０）。
２）起生期の茎数を求める。１０００本／�以上の場合は３）－１、１０００本／�未満の場合は３）－２、のように対応する。
３）－１：起生期は原則として無追肥とし、幼穂形成期に A（／１０a）の全量を追肥する。なお、低窒素地力が予想される場合は以下の３）

－２と同様に対応する。
３）－２：起生期に追肥できる。

例：起生期に２～４（／１０a）追肥し、幼穂形成期に A－（２～４）／１０aを追肥。

止葉期における生育診断と窒素追肥法
１）止葉期の窒素吸収量（／１０a）＝０．０００４×（止葉期の上位茎数、本／�）×（葉色値、SPAD）－１．２を求める。
２）成熟期の窒素吸収量（／１０a）＝０．５８×（止葉期の窒素吸収量、／１０a）＋６．６を求める。
３）成熟期の目標窒素吸収量（／１０a）＝０．０１７×（目標収量（粗原）、／１０a）＋５．１を求める。
４）止葉期以降の窒素追肥量（／１０a）＝０．０１７×｛（成熟期の目標窒素吸収量、／１０a）－（成熟期の窒素吸収量、／１０a）｝／０．７を求める。

注）止葉期の窒素吸収量は４／１０a、開花期の窒素追肥量は３／１０aを基本とし、合計窒素追肥量は７／１０aを上限とする。開花期
追肥の方が倒伏を招きにくい。上位茎数が９００本／�を超える場合には特に倒伏に留意する。また下層土等からの後期窒素供給が予想さ
れる土壌条件では止葉期以降の窒素追肥は行わない。上位茎は９ページ写真参照。

表５ 起生期茎数に対応した施肥体型の効果

起生期
茎数
本／�

N施肥（�／１０a）

区
数

処理区平均値

基
肥

起
生
期

幼
形
期

子
葉
期

開
花
期

穂数
本／�

収量
�／１０a

収穫時
倒伏
程度

（０－５）

千粒重
�

容積重
�

タンパク
含有率
％

総窒素
吸収量
�／１０a

８００未満
４ ６ ０ ４ ０ ９ ５４７ ６７７ ０．２ ４３．２ ８３５ １０．２ １４．２
４ ６ ４ ４ ０ ９ ６１５ ７４８ ０．２ ４２．４ ８３３ １０．９ １６．２

８００～１３００ ４ ６ ０ ４ ０ ６ ６６９ ７５９ ０．１ ４１．７ ８３５ １０．１ １５．６

１３００以上
４ ２ ０ ４ ０ ９ ７４２ ７１５ ０．８ ４１．１ ８３１ １０．３ １４．８
４ ６ ０ ４ ０ １０ ８０３ ７６２ １．３ ４０．７ ８２８ １０．７ １６．４

北海道 米 麦 改 良第７１号 3２０１１．２



表６ 起生期以降の窒素追肥体系

圃場の蛋白実績
起生期・幼形期・止葉期（各�／１０a）

本成績 H２０普及推進

通常 ６・４・４ ６・０・４

低蛋白圃場※ ６・４・６ ６・４・４

※低蛋白圃場はこれまでの「ホクシン」栽培にお

いて蛋白含有率が基準値９．７％を下回る実績が

多い圃場。

図１ 越冬前茎数１０００本を目標とする

積算気温と播種量の関係

である。

	 道北地域での栽培ポイント
� 低収の要因は、「播種量過多による過

繁茂・窒素供給量不足」・「４月以降

の低温と５月以降の高温による生育量

不足」・「土壌物理性の不良」にある。

� 過繁茂を回避するための越冬前茎数は

１，０００本／�で、適期の播種量は１００～
１４０粒／�が適当である（図１）。

� 幼穂形成期の追肥がいずれの場所と年

次においても子実重とタンパクを確保

するのに有効で、起生期以降の追肥体

系に組み入れができる（表６）。

北海道 米 麦 改 良 第７１号4 ２０１１．２



麦　　作 

融雪促進と排水促進

北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課 主査 久 保 勝 照

融雪の状況を農業試験場の作況データで確認すると、平成１９年以降平年よりも早い状況が続い

ている。融雪の遅れは小麦の生育に影響を与える。春の農作業を順調にスタートさせるためにも、

融雪促進と排水促進は欠かせない作業である。

１ 融雪促進
� 秋まき小麦における融雪促進の
効果
試験場における根雪終日は表１の通りであ

る。上川農試においては登熟日数（出穂期～

成熟期の日数）と生育期間（根雪終～成熟期

の日数）が短いのが特徴である。

融雪の早晩は、雪腐病の被害発生、茎数・

穂数の確保、出穂期に影響を与える。根雪終

日の遅れは出穂期の遅れに繋がり（図１）、

出穂期の遅れは登熟日数の短縮に繋がる（図

２）傾向がある。登熟日数と生育期間が短い

表１ 試験場における根雪終日と生育期節

根雪終日 出穂期 成熟期 登熟日数 生育期間

中央農試 ４月１日 ６月４日 ７月１８日 ４４ １０８
上川農試 ４月１０日 ６月６日 ７月１６日 ４０ ９８
十勝農試 ４月７日 ６月６日 ７月２１日 ４５ １０５
北見農試 ４月８日 ６月８日 ７月２５日 ４６ １０８

H１２～２１年、農試データの平均

図２ 出穂期と登熟日数

（平成１２～２１年、上川農試作況調査）

図１ 根雪終日と出穂期

（平成１２～２１年、上川農試作況調査）

図３ 根雪終日と子実重

（平成１２～２１年、上川農試作況調査）
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上川では、根雪終日の遅れが収量の低下につ

ながる傾向が見られる（図３）。融雪の促進

は出穂期を早め、登熟日数を確保し、子実重

の増加に繋がる。

� 春まき小麦における融雪促進の
効果
春まき小麦は、は種が遅れると生育期間は

短くなる。生育期間を確保することが多収に

繋がる（図４）。

また、は種時期が早いほど出穂が早まり赤

かび病の発生は少なくなり、DON濃度も低

下する傾向がある（表２）。春まき小麦を安

定的に生産するためには融雪の促進が大変重

要である。

ただし、初冬まき栽培においては、融雪を

早めすぎると土壌の凍結により越冬した春ま

き小麦が凍害を受けることがあるので注意が

必要である。

� 融雪剤の散布
積雪量や温度条件によって異なるが、融雪

剤の散布により７～１５日程度の融雪促進効果

が期待される（図５）。

融雪剤の散布適期は、日平均気温が－３℃

以上になり、２０�以上の積雪の確率が少なく

表２ 播種時期による赤かび病発生程度およびDON濃度の比較（平成１４年、中央農試）

供試
品種

播種
時期

薬剤
散布

出穂期
（月日）

発病穂率
（％）

赤かび粒率
（％）

DON濃度
（ppb）

収量
（�／１０a）

千粒重
（�）

ハルユタカ

４／１２まき 無散布 ６／０９ ６．０ １．２０ １３８９ ４３４ ４２．５

４／２２まき 無散布 ６／１６ １０．３ ２．００ １２８６ ４２０ ４１．５

５／１まき ２回散布 ６／２３ ４５．０ ３．３０ ５６４０ １８２ ３５．３

春よ恋

４／１２まき 無散布 ６／０９ ３．３ ０．５３ ５３４ ４０４ ４３．６

４／２２まき 無散布 ６／１４ ４．７ ０．６７ ５３８ ４５１ ４４．７

５／１まき ２回散布 ６／２２ １８．０ １．００ ２５４５ ３０２ ３８．３

図４ は種期と生育日数（H１５～１８、上川

農試）

図５ 融雪剤散布の効果
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なった頃とされている。その時期は、道北地

方では３月下旬、網走地方では３月中～下旬、

十勝地方では３月上～中旬、道央地方では３

月中旬である。３月末に自然状態で融雪期を

迎える地域では、人為的に融雪期を早める必

要性は小さい。

融雪剤は、資材の特性や効果により選択す

る（表３）。融雪剤の散布後２０�以上の積雪
があった場合は再散布が必要である。

２ 排水促進
水田転作畑では、融雪水による圃場の滞水

がしばしば観察される。また、硬盤層のある

圃場においても排水不良が懸念される。圃場

の滞水等が懸念される場合は、雪上心土破砕

の施工（写真１）や畦切り、溝切りを実施す

る。

表３ 融雪剤の特性

資材名
日 射
吸収量

効果の
持続性

土壌改
良効果

施用量
（�／１０a）

アッシュ類 ○ ○ － ４０～６０

融雪炭カル ○ ○ ○ ６０～１００

乾土 ○～△ ○ － １００～１５０

写真１ 雪上心土破砕

（写真提供：上川農業改良普及センター富良野支所）
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麦　　作 

多収・高品質小麦生産のための融雪後の窒素施肥管理

（地独）道総研農業研究本部企画調整部地域技術グループ 主査（地域支援） 渡 辺 祐 志

秋まき小麦「きたほなみ」は、「ホクシン」に比べて２割程度の増収が見込まれる多収品種で

ある。しかし、倒伏を助長することなくその多収性を発揮させ、かつ子実蛋白含有率を好適範囲

に制御するためには、「ホクシン」に対して実施してきた窒素施肥法とは異なった施肥法が必要

である。「きたほなみ」に対する基本的な窒素施肥は、「ホクシン」の施肥法に加え、止葉期に４

�／１０a程度追肥することがすでに示されているが、地域、土壌、融雪後の生育状況等を判断材

料として窒素施肥管理を行うことができれば、「きたほなみ」の多収・高品質の能力を一層引き

出すことが可能となる。

今年度、道東、道北、道央の各地域における「きたほなみ」の高品質安定栽培法が新たに開発

された。融雪後の施肥管理を中心に紹介する。また、春播小麦の初冬まき栽培に対する融雪後の

施肥管理についても示す。

１．「きたほなみ」に対する融
雪後の窒素施肥法

１）道東地域
�起生期における土壌・生育診断と窒素追肥
法

起生期から幼穂形成期にかけての窒素施肥

量は、「ホクシン」同様、収量水準と起生期

における土壌硝酸態窒素量を指標とした表１

から設定することができる。例えば、収量水

準が７２０�／１０aで、土壌硝酸態窒素の分析

値が４�／１０aの場合、窒素追肥量として８

�／１０aが目安となる。なお、土壌硝酸態窒

表１．道東における「ホクシン」、「きたほなみ」の収量水準および起生期の土壌硝酸態
窒素分析値に対応した起生期以降の窒素追肥量（�／１０a）（平成１７年、２０年普及推進）

収量水準
（�／１０a）

０～６０�深の起生期の土壌硝酸態窒素分析値（�／１０a）に
対応した起生期以降の窒素追肥量（�／１０a）

「ホクシン」 「きたほなみ」 ０ ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６
４８０ ５８０ ８ ６ ４ ２ （２）（２）（２）（２）（２）
５４０ ６５０ １０ ８ ６ ４ ２ （２）（２）（２）（２）
６００ ７２０ １２ １０ ８ ６ ４ ２ （２）（２）（２）
６６０ ７９０ （１４） １２ １０ ８ ６ ４ ２ （２）（２）
７２０ ８６０ （１６）（１４） １２ １０ ８ ６ ４ ２ （２）
７８０ ９３０ （１８）（１６）（１４） １２ １０ ８ ６ ４ ２

注１）道東地方に適用し、多量な有機物の施用ほ場、晩播および雪腐病被害程度の大きいほ場は除外する。
注２）収量水準は「ホクシン」では蛋白含有率１０％、「きたほなみ」では同１０．５％を想定したもの。収量水
準の設定にあたっては適用ほ場の平年における収量および蛋白含有率の実績を参考とし過大な収量を
目標としない。

注３）土壌硝酸態窒素分析値が奇数の場合は中間値を目安とする。
注４）右上の（ ）は起生期の最低限の窒素追肥量。左下の（ ）は倒伏および蛋白含有率の過剰な上昇

を招く恐れがあり望ましくない。
注５）土壌硝酸態窒素の分析にあたっては、小型反射式光度計（製品名 RQフレックス、Merck社製）を
利用した簡易法が可能であり、通常法＝簡易法×１．４４－２．２１によって換算する。

注６）「きたほなみ」は蛋白含有率の適正化のため、表中の窒素追肥量とは別に止葉期に４�／１０aを追肥
する。ただし、「ホクシン」で高蛋白（１１．３％超）となるようなほ場では止葉期の窒素追肥を行わない
か、追肥量を減じる。なお、止葉期以降の追肥については、止葉期における生育診断を行った場合に
はそれに従う。
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素は、農業改良普及センター等にある小型反

射式光度計（RQフレックス）を用いる簡易

法により、迅速かつ安価に分析することがで

きる。簡易法で分析した場合には、「通常法

＝簡易法×１．４４－２．２１」によって換算し、通

常法の分析値に置き換える必要がある。

ところで、これまで栽培実績の少ない「き

たほなみ」の収量水準は、どのように設定す

べきであろうか？目安としては、通常年にお

ける「ホクシン」の収量実績の２割増し程度

（「ホクシン」の収量水準が６００�／１０a程度

であった場合、「きたほなみ」の収量水準と

して７２０�／１０aを想定する）で設定するの

が無難である。ただし、過大な収量を目指す

ことは、倒伏や基準値以上の蛋白含有率を招

く危険があるため望ましくない。

起生期と幼穂形成期の窒素施肥配分を、起

生期の茎数を指標にすることで、倒伏の危険

を軽減しつつ施肥利用効率を高めることが可

能となる。具体的には、起生期の茎数が１，０００

本／�以上の場合は、起生期は原則として無
追肥とし、幼穂形成期に起生期の土壌硝酸態

窒素診断で得られた施肥量の全量を追肥する

（表２）。１，０００本／�未満の場合には起生期
に追肥できる。この際、「ホクシン」の場合

と異なり、「きたほなみ」では起生期よりも

幼穂形成期を重点に施肥配分した方が、その

生育特性に合致し好結果をもたらす。なお、

起生期茎数が１，０００本／�以上の場合でも、
低窒素地力が予想される圃場では１，０００本／

�未満の場合と同じ対応（起生期に追肥でき
る）とする。

�止葉期における生育診断と窒素追肥法
止葉期の生育診断指標には、新たに定義さ

れた「止葉期の上位茎数」が用いられる（写

真１）。これは、止葉期における最上位展開

葉の葉耳高が１０�以上の茎を「上位茎」とし、
１０�未満を「下位茎」として区別するもので、
生育の推移に伴い淘汰される（出穂しない）

可能性の高い茎をあらかじめ茎数から除外す

ることで最終穂数の推定精度を高めることを

ねらったものである。止葉期の上位茎数と穂

数は密接な関係にあり、倒伏の発生が懸念さ

れる穂数７００本／�に相当する上位茎数は９００
本／�程度であった。
「きたほなみ」に対する止葉期における生

育診断と窒素追肥法は表３のとおりである。

一見すると、作業（生育診断指標の入手）が

表２．道東地域における「きたほなみ」に対する起生期における生育診断と窒素追肥法
（平成２３年普及推進）

１）起生期の土壌硝酸態窒素診断で窒素施肥量 A（�／１０a）を求める（北海道施肥ガイド２０１０）。
２）起生期の茎数を求める。１，０００本／�以上の場合は３）－１、１，０００本／�未満の場合は３）－
２、のように対応する。
３）－１：起生期は原則として無追肥とし、幼穂形成期に A（�／１０a）の全量を追肥する。な
お、低窒素地力が予想される場合は以下の３）－２と同様に対応する。
３）－２：起生期に追肥できる。

例：起生期に２～４（�／１０a）追肥し、幼穂形成期に A－（２～４）�／１０aを追肥。

写真１・止葉期の上位茎（左：葉耳高１０

�以上）と下位茎（右：同１０�
�未満）の区別（平成２３年普及推進）
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面倒で、複雑な計算を伴うように思えるが、

診断指標値（止葉期の上位茎数、止葉直下葉

（第２葉）の葉色値）の入手については、農

業改良普及センター等の支援があれば可能で

あり、手順に従えば、計算（窒素追肥量の算

出）は容易である。なお、ここでも、目標収

量は過去の実績を考慮し、過大な値を設定し

ないことが必要である。

２）道北地域
道北地域の低収要因は、播種時期が早く、

播種量も多いため過繁茂の生育経過をたどり、

倒伏の懸念から地力が低いにもかかわらず起

生期以降窒素追肥が控えられているためであ

り、また、５月下旬以降に比較的高温に推移

することに加え、土壌物理性が不良であるた

め急速に登熟が進むことなどが考えられた。

そこで、まず、過繁茂を回避するための

（起生期において倒伏を心配することなく窒

素追肥ができる）生育指標として越冬前の目

標茎数を１，０００本／�とし、そのための播種
期・播種量が示された。播種適期はこれまで

と大きく変わらないものの、播種適量は上川

管内で１００～１４０粒／�とこれまでの１７０粒／
�から大きく減少しているのが特徴である。
播種適期における播種適量は、「きたほなみ」

の後優り的な生育をコントロールする目的か

ら、全道において同様な値が示された。示さ

れた播種量は９０％程度の出芽率を前提として

おり、播種床の状態に左右される場面も想定

される。また、播種機によっては少ない播種

量を高精度に播種することが難しいなど、対

応が難しい場面も多いと思われるが、「きた

ほなみ」を上手に栽培するための方法として、

次作（本年秋）からの播種時において考慮す

べき事項である。

道北地域で安定的に達成可能な当面の目標

収量として６００�／１０aを設定した。その際

に、蛋白含有率９．７～１１．３％を達成できる窒

素吸収量は１３�／１０a程度であり、窒素吸収

量が１７�／１０aを越えると倒伏の危険が高

まった。

幼穂形成期追肥が収量、蛋白含有率、窒素

吸収量に及ぼす影響を検討した結果、場所、

年次によらず、これまでの標準窒素施肥体系

４－６－０－４（基肥－起生期－幼穂形成期

－止葉期、�／１０a）に幼穂形成期追肥４�
／１０aを加えることで増収し、蛋白も適正範

囲に近づき、施肥窒素利用効率の低下も認め

られなかった。また、蛋白含有率の実績によっ

て止葉期追肥量を増減させることとし、道北

地域における窒素施肥体系が示された（表４）。

３）道央地域
これまでの標準窒素施肥体系４－６－０－

４（基肥－起生期－幼穂形成期－止葉期、�
／１０a）において、倒伏を回避し、適正な生

育（穂数７００本／�未満）、好適な窒素吸収量
（１７�／１０a未満）となる起生期茎数は概ね

１，３００本／�未満と考えられた。また、収量

表３．道東地域における「きたほなみ」に対する止葉期における生育診断と窒素追肥法
（平成２３年普及推進）

１）止葉期の窒素吸収量（�／１０a）＝０．０００４×（止葉期の上位茎数、本／�）×（葉色値、SPAD）
―１．２を求める。
２）成熟期の窒素吸収量（�／１０a）＝０．５８×（止葉期の窒素吸収量、�／１０a）＋６．６を求める。
３）成熟期の目標窒素吸収量（�／１０a）＝０．０１７×（目標収量（粗原）、�／１０a）＋５．１を求める。
４）止葉期以降の窒素追肥量（�／１０a）＝｛（成熟期の目標窒素吸収量、�／１０a）―（成熟期の窒
素吸収量、�／１０a）｝／０．７を求める。

注）止葉期の窒素追肥量は４�／１０a、開花期の窒素追肥量は３�／１０a、を基本とし、合計窒素追肥量は

７�／１０aを上限とする。開花期追肥の方が倒伏を招きにくい。上位茎数が９００本／�を超える場合には
特に倒伏に留意する。また下層土等からの後期窒素供給が予想される土壌条件では止葉期以降の窒素追

肥は行わない。
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目標（７００�／１０a以上）を達成するために

は起生期茎数の下限は概ね８００本／�以上と
見込まれた。標準窒素施肥体系における起生

期茎数と蛋白含有率の関係は判然としなかっ

たが、概ね９．０～１１．５％の範囲にあり、開花

期以降の窒素追肥によって調整可能な範囲に

あると考えられた。以上のことから、標準窒

素施肥体系下で倒伏を回避し、収量、蛋白含

有率を確保できる起生期茎数の適正範囲は、

８００～１，３００本／�と考えられた。
播種期・播種量の適正化によって、起生期

茎数は一定程度制御することが可能と考えら

れるが、圃場の窒素地力、越冬前の気象条件

によっても起生期茎数は変動する。そこで、

起生期茎数が適正範囲を外れた場合を想定し、

穂数、収量、蛋白含有率、窒素吸収量の制御

を目的に、起生期、幼穂形成期における窒素

施肥量増減の効果を検討した（表５）。

起生期茎数が８００本／�未満の場合、幼穂
形成期に４�／１０a増肥する（４－６－４―

４）ことで穂数、収量、蛋白含有率、窒素吸

収量は向上し、倒伏程度は変わらなかった。

一方、起生期茎数が１，３００本／�以上の場合、
標準窒素施肥量では穂数は過剰で倒伏も認め

られたが、起生期に４�／１０a減肥（４－２

－０－４）することで、穂数、倒伏程度が減

少し、減収を伴ったものの改善効果が見られ

た。

また、台地土は、概して窒素地力が低く倒

伏がほとんど発生しないことから、起生期茎

数が１，３００本／�未満の場合には幼穂形成期
に４�／１０aの追肥を行う。この窒素施肥体

表４．道北地域における「きたほなみ」の窒素施肥体系
（平成２３年普及推進、一部改）

蛋白含有率の実績
窒素施肥量（�／１０a）

基肥 起生期 幼穂形成期 止葉期

通 常 ４

低蛋白圃場注１ ４ ６ ４ ６注３

高蛋白圃場注２ ０～４注４

注１）これまでの「ホクシン」栽培において蛋白含有率が基準値９．７％を下回る実
績が多い圃場。

注２）これまでの「ホクシン」栽培において蛋白含有率が基準値１１．３％を上回る
実績が多い圃場。

注３）うち２�／１０aは、開花後（尿素２％溶液の葉面散布３回程度）での代替
も可能。

注４）無追肥もしくは追肥量を減じること。

表５．道央地域における「きたほなみ」の起生期と幼穂形成期の窒素施肥効果

起生期茎数

（本／�）

窒素施肥量（�／１０a） 穂数

（本／�）
収量

（�／１０a）
倒伏程度

（０－５）

千粒重

（	）
容積重

（	）
蛋白含有率

（％）

窒素吸収量

（�／１０a）基 肥 起 生 期 幼 形 期 止 葉 期

８００未満
４ ６ ０ ４ ５４７ ６７７ ０．２ ４３．２ ８３５ １０．２ １４．２

４ ６ ４ ４ ６１５ ７４８ ０．２ ４２．４ ８３３ １０．９ １６．２

８００～１，３００ ４ ６ ０ ４ ６６９ ７５９ ０．１ ４１．７ ８３５ １０．１ １５．６

１，３００以上
４ ２ ０ ４ ７４２ ７１５ ０．８ ４１．１ ８３１ １０．３ １４．８

４ ６ ０ ４ ８０３ ７６２ １．３ ４０．７ ８２８ １０．７ １６．４

注）２００７～２００９播種、農試場内（岩見沢：低地土、泥炭土、長沼：客土低地土）における播種時期別、窒
素追肥用量試験の処理区平均値
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系は窒素地力の乏しい道北地域の施肥体系と

同じである。

先に述べたとおり、標準窒素施肥体系では

蛋白含有率が好適範囲を下回る場合も多い。

標準窒素施肥体系に準じて止葉期追肥（４�
／１０a程度）を行っている場合、出穂期の止

葉直下葉（第２葉）の葉色と蛋白含有率との

間に有意な関係が認められた。出穂期の葉色

が５０以上の場合には、過去の蛋白含有率の実

績から低蛋白が懸念される圃場であっても、

開花期以降の窒素追肥は不要である。

以上の結果から、道央地域おける「きたほ

なみ」の窒素施肥体系が示された（表６）。

２．春播小麦の初冬播き栽培に
対する融雪後の窒素施肥法
初冬播き栽培は、秋播小麦と同様に窒素の

分追肥が基本となるが、播種時の窒素施肥は

行わず、融雪直後と止葉期以降に施肥する。

１）「ハルユタカ」
融雪直後に９～１０�／１０a程度を施用、止

葉期に６�／１０aを上限に追肥する。

２）「春よ恋」
融雪直後に春播き栽培の施肥標準量（低地

土８�、泥炭土６�、火山性土・台地土９�
／１０a）より３�／１０a少ない量を施肥し、

開花期以降に３回の尿素葉面散布（窒素量で

約３�／１０a）、または出穂期に３�／１０aの

追肥を行う。泥炭土では分けて施用せず、対

表６．道央地域における「きたほなみ」の窒素施肥体系（平成２３年普及推進、一部改）

土 壌 型
窒素施肥量（�／１０a）

基肥 起生期 幼形期 止葉期 開花後

低地土、泥炭土、（黒ボク土）
４

６※注１ ０※注２

４※注４ ※注５
台地土 ６ ４※注３

注１）起生期茎数が１，３００本／�以上の場合は４�／１０a程度減肥する。
注２）起生期茎数が８００本／�未満の場合は最大４�／１０a程度増肥する。
注３）起生期茎数が１，３００本／�未満の場合。
注４）「ホクシン」で高タンパク（１１．３％超）となるような圃場では無追肥もしくは減肥する。
注５）低タンパク（９．７％未満）が懸念される圃場では、「ホクシン」のタンパク履歴を考慮し、追肥（尿

素２％溶液の葉面散布３回程度）を行う。なお、出穂期の止葉直下葉の葉色が５０以上では追肥は行わ
ない。

表７．上川北部・留萌地域における土壌診断に基づく春播小麦「春
よ恋」の融雪直後の窒素施肥量（平成２２年普及推進）

地力区分

低（L） 中（M） 高（H）

熱水抽出性窒素（
／１００�）
あるいは腐植含量（％）

～５ ５～１０ １０～

窒素施肥量（�／１０a） １２ ９ ４

注１）土壌診断基準値を満たし、心土破砕などの基本技術を実施し、土壌の物理性
や化学性が良好なほ場を対象とする。

注２）目標子実収量（粗麦）は４８０�／１０a、目標蛋白含有率は１１．５～１４．０％で、倒
伏の可能性のあるほ場（稈長９０�以上、稈長８０�以上かつ穂数７００本以上）では
減肥する。

注３）表中の窒素施肥量とは別に穂揃期に３�／１０aを上限として追肥を行う。た
だし、蛋白含有率の実績によって追肥量を減じる。
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象圃場における春播き栽培の窒素施用に準ず

る量を融雪直後に施用する。

上川北部および留萌地域においては、道央

部に比較して融雪期が遅い、出穂期までの積

算気温が低い、降水量が少ないといった気象

条件により、道央部に比較して短稈・少穂で

倒伏しにくい生育相となる特徴が見られたこ

となどから、土壌の熱水抽出性窒素を指標と

した窒素施肥指針が示されている（平成２２年

指導参考、表７）。

３）「はるきらり」
「ハルユタカ」の施肥体系（融雪直後９～

１０�／１０a＋止葉期６�／１０a）に加え、蛋

白含有率を好適範囲までに上昇させるために

開花期以降３～４回の尿素葉面散布（窒素量

で約３～４�／１０a）を行う。

なお、いずれの品種においても、倒伏が懸

念される場合には、融雪直後の窒素施肥量を

減らす、止葉期の窒素追肥を出穂期まで遅ら

せるなどの対応をとる。また、前作や土壌の

肥沃度に応じて２～３�／１０a増減し、特に

前作がてんさいの場合や有機物を施用した際

には減肥を励行する。

播種時にリン酸、カリを施肥していない場

合には、融雪直後の窒素施肥と同時に春播き

栽培の施肥標準量（リン酸１２～１５�／１０a、

カリ８～９�／１０a）を施肥する。
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稲　　作 

第４８回（平成２２年度）北海道優良米生産出荷共励会の結果について

第４８回（平成２２年度）北海道優良米生産出荷共励会への参加出展は、第１部１点、第２部１点、

第３部１点、第４部２点 、計５点となりました。

平成２２年産稲作は、気象の変動が大きく、栽培管理面で、難しい技術を要した年でありました

が、このような条件の中においても、優秀な生産者をご紹介いただきましたことを、関係者の皆

さまに厚く御礼申し上げます。

審査委員会を開催のうえ、部門毎に賞を選考し、審査委員長や審査委員、関係者により現地調

査を行いましたのでご報告申し上げます。

当共励会開催に際し、審査委員を努めていただいた方々、ご参加出展いただいた方々、各 JA

・農業改良普及センター、各地区米麦改良協会等関係機関、団体各位よりご多用のなか多数のご

指導、ご協力を賜りましたことを御礼申し上げます。

なお、概要は別途審査概要報告書にまとめご報告いたします。

第４８回（平成２２年度）北海道優良米共励会受賞者名簿

第１部 うるち米（１２�以上 個人の部）

表 彰 名 氏 名 市町村名 所属農協名

優 良 賞
ふくむら たかひろ

福村 貴弘 蘭越町 JAようてい

第２部 うるち米（６�以上１２�未満 個人の部）

表 彰 名 氏 名 市町村名 所属農協名

最 優 秀 賞
たなか こ う じ

田中 耕治 ニセコ町 JAようてい

第３部 うるち米（２�以上６�未満 個人の部）

表 彰 名 氏 名 市町村名 所属農協名

優 秀 賞
おおにし じゅんいち

大西 順一 倶知安町 JAようてい

第４部 もち米（２�以上 個人の部）

表 彰 名 氏 名 市町村名 所属農協名

最 優 秀 賞
いしい まさゆき

石井 政行 倶知安町 JAようてい

優 秀 賞
ふくおか あ き ほ

福岡 昭穂 士別市 JA北ひびき

※敬称略
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

お知 
らせ 

麦作 平成23年新技術の概要紹介 
 
融雪促進と排水促進 
 
多収・高品質小麦生産のための融雪後の窒素施肥管理 

平成22年度米麦生産技術講習会開催中 

第48回（平成22年度）北海道優良米生産出荷 
共励会の結果について 

 

稲作 


